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【授業規律】
チャイムが鳴る前に学習の準備をして待つ。忘れ物が
あれば事前に申し出て、授業の妨げにならないように
する。
【発問】
本時の目標を明らかにする。なるべく既習の学習から
見通しをもって学習に取り組めるようにする。
【ノート指導】
日付、単元名、目標を書く。また、メモ欄を作り、板書
だけではなく必要なことを書き留められるようにする。

・目標に関連した発問
から、日常生活や社会
生活と自分を照らし合
わせて、学習目標をと
らえられるようにする。

・話を聞くときには、ま
ず目を合わせて話を聞
く姿勢をとるようにす
る。必要に応じて、メモ
をとりながら聞くことが
できるようにする。

・具体的な目的意識や
見通しをもって書くよう
にする。

・資料や变述に基づい
て、大切なところを明
確にする。

・新し語句について
は、その意味や活用を
押さえる。例文作りな
どを通して、把握でき
るようにする。

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）
　　　杉並区立和泉中学校　　　教科名：　国語　　　

指導技術 観点別の授業改善の視点

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

関心・意欲・態度を向上させ
るための手だて

話す・聞く能力を向上させる
ための手だて

書く能力を向上させるため
の手だて

読む能力を向上させるため
の手だて

言語についての知識・理解・
技能を向上させるための手

だて

【発問】
目標に対しての振り返りを行い、次時の学習につ
ながるようにする。
【ノート指導等】
ノートや学習シートに振り返りを書く。

・授業で理解したこと、
疑問などを振り返るよ
うにする。今後の学習
や日常生活で取り組み
たい課題がもてるよう
にする。

・学習の交流を振り返
る。良い点は生かし、
課題は解決できるよう
にする。

・日常生活や社会の中
でどのように活用され
ているか想起し、生か
せるようにする。

・自分の考えと他者の
考えを比べ、感想をも
ちながら読むことがで
きるようにする。

・学習ワークや小テス
ト、ドリルなど家庭学習
でのやり方を知って、
自分で取り組めるよう
にする。

【授業規律】
自分の思いや考えを進んで他者に伝えられるよ
うにする。
【発問】
目標や主題に沿った自分の考えをもてるようにす
る。
【指導技術】
目標や主題に沿った言語活動を取り入れる。

・正しさだけを問わず、
自分の思いや考えを
表現するよさを味わわ
せる。
・他者の意見を聞くよさ
を味わわせる。

・相手意識をもって話
ができるように話題を
工夫する。
・尐人数から班単位ま
でグループ編成を工夫
し、互いの考えを交流
させる。

・より多くの言葉からふ
さわしい言葉を使うこと
ができるようにする。
・推敲を重ねることで、
自分の気持ちや考え
が相手によりよく伝わ
ることを実感させる。

・読みの交流をはかる
ことにより、他者から学
んだことを自分の考え
に生かし、読みを深め
られるようにする。

・学習の基礎となる知
識は、学習ワークやプ
リントを用いて、繰り返
し学習し定着するよう
にする。
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指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

１学期までの状況と問題点、今後に向けて
　どの学年も忘れ物をする生徒がおり、彼らは授業に引き込む導入段階
からつまずいてしまい、授業に積極的に参加できない様子が見られる。道
具を忘れないよう、指導を繰り返しながら授業に参加させたい。しかし全
体には、授業に対して前向きな姿勢で取り組んでおり、授業の展開にの
せていくことができている。

１学期まででの状況と問題点、今後に向けて
　２，３年生は昨年度と比べてノートを書きとる力が向上し、情報量が豊富
なノートを多くの生徒が作り上げている。また資料からわかることを意見と
して書いたり述べたりできる生徒が増えてきた。全体にはよいのだが、ま
だノートを注意しないととれない生徒や、集中力にかけていて見るべき資
料に正対できないために力がつかない生徒もいる。声をかけ続けて授業
の中に取り込んでいきたい。１年生は知的好奇心が強く、積極的に発言し
たり意見を述べたりできるので、活気のある授業が展開されている。

授業の終わりにもう一度、本時の学習事項をおさらいし、確認することで、
あいまいな理解だったことを自覚して補ったり、知識の定着と確認ができ
る。授業の展開上、まとめの時間がうまくとれないこともあるが、極力時間
を生み出して取り組んでいきたい。

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

思考・判断・表現能力
向上のための手だて

資料活用の能力を向
上させるための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）
　　　杉並区立和泉中学校　　　教科名：社会　　　　

前回の授業内容の確
認をする方法として、
「本時のねらい」を生徒
に明示することや、最
後に説明した事項を簡
単にもう一度説明する
ことで記憶がよみがえ
り、次の内容に入りや
すくなる。

導入としては、関心意
欲が主たるポイントと
考える。

導入としては、関心意
欲が主たるポイントと
考える。

導入としては、関心意
欲が主たるポイントと
考える。

難しい説明をする場面
で話についてこられ
ず、意欲が減退してし
まうことがあるので、平
易に、また例え話を使
いながら、生徒の目の
表情に注意しながら授
業を進めていくことが
重要である。

思考判断の基本には、
当然社会科としての基
本的な知識がなけれ
ば空論に終わってしま
う。多角的多面的な知
識を伝えたうえで、自
分の考えをまとめるこ
とや他の人にわかりや
すく伝えることに力を
入れる。

資料活用の力をつける
ためにも、教科書や資
料集にある地図や統
計、図表などからわか
ることを生徒各自に考
察させていく指導を、こ
れからも積極的にとり
いれて行っていく。

ノートをたくさん書き
とっていくことでノート
の情報量が多くなり、
それが定期考査の学
習につながっていく。そ
のためにも特に重要な
話は繰り返したり、ひと
きわ大きな声で話すな
ど工夫を続けていく。

関心意欲の根本には、
もっと知りたいという知
的好奇心の強さがあ
る。上記のような基礎
的な力の定着ととも
に、社会科に力のある
生徒が満足できるよう
な高度な知識情報にも
どんどん触れていくこ
とが大切である。

いま「考える力」が重視
されている。社会科と
してもこの観点は最重
要点であると考える。
基本的な知識理解に
力を入れながら進めな
がらも、他の人の意見
を評価し、自分の視野
を広げて考察すること
を目指す。

長い休み中に必ずレ
ポートを作成させてい
る。生徒各自が自分の
ペースで、資料を収集
して構成を決め、わか
りやすく表現に工夫を
しながらまとめあげて
いく。この経験はとても
大きいので、今後も継
続していく。

社会科はどうしても必
死に暗記しなければな
らないことが多い。自
分が作ったノートの情
報をもとに、テスト前に
十分時間を割いてしっ
かり覚える習慣を早く
生徒個々に定着させて
いきたい。
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まとめ

指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

【授業規律】チャイム着席、始業のあいさつ、チャイム授業、を心がける。
授業の用意の確認をし、忘れた生徒への指示を行う。
【動機付け】前回の授業の復習（問題を板書）を行い、本時の目標を明確
にし、授業につなげていく。
【板書】わかりやすく丁寧に板書する。字の大きさにも配慮したり、図形や
グラフも色分けしたりしながらわかりやすさを心がける。

【授業規律】板書をしっかり写させることを意識しながら授業を進める。ま
た、説明しているときはよく話を聞かせること、間違いを気にせず発言さ
せること、考えさせることを意識する。
【教材提示】プリントや問題集を使用しながらの演習も行う。時間の許す
限り、演習を取り入れる。
【ノート指導】ノートは大きく、また、見やすく書くよう指導する。板書を写す
だけでなく、教師の話の中で大切と思う事柄もノートするよう指導する。

【発問】復習内容の発問を行い、発表の仕方も指導しながらしっかり確認
する。また、本時における覚えなければならない事項を確認する。
【授業構成】本時の課題を確認し、次時に向けての家庭学習を指示する。

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）
　　　杉並区立和泉中学校　　　教科名：　数学　　　　

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

見方や考え方を向上さ
せるための手だて

表現・処理を向上させ
るための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

・基礎的な復習内容を
発問し、数学への関
心・意欲・態度を高め
ていく。
・個々の学力にあった
発問を心がける。

・基本的な例題をわか
りやすく丁寧に指導す
る。
・同じような例題をノー
トや板書を見ながら取
り組ませる。
・問題を提示し求め方
を考えさせる。

・基本的な例題をわか
りやすく丁寧に指導す
る。
・理解しているかどうか
（表現・処理の仕方）の
確認をする。例題の段
階での確認が重要とな
るので机間指導等でも
確認する。

・教科書にある重要な
語句も板書し、写させ
覚えるよう指導する。
言葉の意味の大切さを
理解させる。
・基本的な解き方、求
め方をくり返し練習さ
せる。

・わかりやすい板書、
説明を心がける。
・生徒の意欲を評価
し、間違えても恥ずか
しくない雰囲気を作る。
・何を学習しているの
かを常に明確にし、活
動に取り組ませる。

・教科書の問題を取り
組ませる。板書では正
解を示し、自分の解き
方との確認をさせる。
さらに問題演習をす
る。
・考えた問題の求め方
を発表させる。他生徒
はその発表に対して質
問や意見を交換させ
る。

・教科書の問題だけで
はなくプリント問題や問
題集を利用して取り組
ませ、発表させる。
・わからないときには
積極的に質問させる。
・質問があった場合に
は個別に指導する。そ
の問題によっては、全
体にも指導する。

・教科書の問題だけで
はなくプリント問題や問
題集を利用して取り組
ませる。
・わからないときには
積極的に質問させる。
・質問があった場合に
は個別に指導する。そ
の問題によっては、全
体にも指導する。

・今日の授業を振り返
ることから、「こんな計
算問題ができた、問題
の解き方がわかった」
ということを実感させ、
次時の授業への意欲
を持たせる。

・問題演習を行う。答え
だけ合うのではなく途
中過程の大切さを確認
する。
・自分以外の考え方を
確認し、ノートにまとめ
る。

・問題演習を行う。答え
だけ合うのではなく途
中過程の大切さを確認
する。

・教科書問題を確実に
解けるよう（解決できる
よう）意識させる。
・家庭学習の大切さを
理解させ、習慣化させ
る。
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・本時の授業内容を振
り返らせることにより、
新しい内容を再度確認
させ、理解した喜びを
感じさせる。

・教科書の文章で科学
的な用語の意味の再
確認をさせる。

・科学的な用語の意味
を自分で説明できる
か、言葉に発してみ
る。

・実験レポートや問題
演習を何度も確認しな
がら、本時の学習内容
を位置づける。

指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

【授業規律】チャイム着席を心がける。授業道具を点検し、ノート等は代わ
りの物を用意させる。教科書については貸出しも行う。
【動機付け】最新のニュースに気を配り発信して、意外なところにも科学が
関係していることを気付かせ、本時の授業につなげていく。さらに前回の
授業の復習を行い、前回からのつながりをはっきりさせていく。

【授業規律】授業に集中させることは当然であるが、この事象がどうして
起こったのか。また、このあとどう変化していくのかなど、自分の考えをま
とめさせる。その考えは違っていることが多々出てくるが、自分の今まで
の経験のなかから考えまとめたことを評価していく。
【ノート指導】板書事項を精選し、要点だけできるだけ尐ない板書にして、
自分の考え（仮説）を書かせるようにする。また、それに対する自己評価
をくわえさせていく。

【授業構成】本時の授業を板書(ノート）で確認し、次の授業に向けて予告
と家庭学習の指示をする。

平成22年度授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）

杉並区立和泉中学校教科名：理科

・最新のニュースに科
学が関係しているか。
また、どんな点で関係
しているのかなど身近
な生活の中で関心を高
める。

・前回の授業で学習し
たことを復習し、基本
的な用語の意味を的
確にとらえさせる。

・新聞等から科学的な
記事を見つけ、発表さ
せるなど、身近なところ
の科学に気付かせる。

科学的な用語の小テ
ストを実施し、理解・定
着を図る。

・各自の考えの独自性
を評価する。

・実験については、レ
ポートを作成させる。
実験の方法のところ
で、実験図の記入、実
験予想、考察などの記
入させる。

・単元ごとのワーク
シートを記入させること
や問題演習の反復練
習を行う。

・放課後の「学習教室」
や定期テスト前の「弱
点克服教室」の充実を
図る。

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

表現の能力を向上させ
るための手だて

理解の能力を向上させ
るための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて
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平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）
　　　杉並区立和泉中学校　　　教科名　音楽　　　

指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

＜授業規律＞：チャイム着席の徹底・持ち物の点検・しっかりとあいさつ。
＜動機付け＞：柔軟・呼吸・発声練習を時間を短縮し、効果の上がるもの
を組み合わせる。
発声練習の段階で個別に姿勢・口の開きなどを見ていく。
板書：姿勢・発声で必要な事を板書しておく。

＜授業規律＞合唱では、授業外でもパートリーダー・指揮・伴奏の指導を
行いリーダーシップを取らせる。
練習中に全員が発言するように指導する。授業チェックシートに発言回数
の書き込みをさせる。
パート練習では、パートリーダーにリーダーシップを取らせる。

指揮伴奏を前に出させ、合唱する。
合わせ練習でも、指揮者等のリーダーに発言をさせる。

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

感受や表現の工夫を
向上させるための手だ

表現の技能を向上させ
るための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

声が出やすくなるアド
ヴァイスをする。気持ち
よく声が出せるように
する。

技術的に向上するよ
う、姿勢・口の開き・呼
吸の流れ等基本を徹
底させる。

教師かパートリーダー
などの声を聞かせ、模
倣させる。

全員が一人で声を出
す。人の発声を聞く事
で、良い点・課題点を
知り自分の演奏に生
かしていく。

手拍子等でリズミカル
にどんどん練習を進め
させる。
パート練習中にリー
ダー以外も発言をす
る。

記号など楽譜内の事
に注目させる。
パート内で話し合わせ
る。
短いフレーズを一人ず
つ演奏させる。
他パートや他人の演奏
の感想を述べる。

反復練習を通し基本の
理解を徹底させる。

自分のパートの楽譜に
マークをつけさせる。
音楽記号をチェックさ
せ、意味を理解し演奏
に生かす。
歌詞を朗読・発音し、
意味を感じて表現す
る。

今日の授業をふり返
り、出来るようになった
事と、次の時間の課題
を確認する事で次の時
間へのやる気を持たせ
る。

姿勢・呼吸・発音・響き
等基本が出来ている
かを何度も繰り返し確
認する。
ハーモニーが出来てい
るかを確認する。美し
いハーモニーを体感さ
せる指導をする。

必要な事が意識し続け
られるようにリーダー
が繰り返し確認するよ
う指導し、教師がそれ
をフォローする。

発声や表現上の課題
点から、授業以外で出
来るトレーニングなど
を教え、家でも練習す
る事を促す。
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平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）

杉並区立和泉中学校　　　教科名：  美術科　　　　

〈授業のまとめ〉本時の制作活動を確認し、振り返りながら全体に助言を
する。また次の授業に向けての予告をし、持ち物などを指示する。

指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

〈授業規律〉チャイム着席、チャイムでの授業を心がける。授業の持ち物
の確認を行い、忘れた生徒に指導後、代わりの物を準備させる。授業開
始の挨拶をきちんと行わせる〈動機付け〉授業の開始時に本時の内容、
目標を伝える。〈板書〉制作活動の流れを示し、制作がスムーズに行える
ようにする。

〈授業規律〉集中して制作活動をさせる。質問や相談がある場合は、教卓
の所に来るか、または机間指導のときにする。
〈個別指導〉机間巡視をする中で、進行状況を見ながら、アドバイスなどを
しながらよりスムーズな制作活動が行えるように個別指導を展開してい
く。
〈発表〉制作活動の中で、進行状況の早い生徒作品や参考になりそうな
作品をいくつか全体に示し、自分の制作活動のヒントにさせる。

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

発想や構想の能力を
向上させるための手だ

て

創造的な技能を向上さ
せるための手だて

鑑賞の能力を向上させ
るための手だて

・自分の考えや発想を
創造させることで興味・
関心を持たせる。
・身近なものにテーマ
を決めることで関心を
高める。

身近なものからテーマ
を考えることで、関心を
持たせ、意欲的に発想
や構想をさせる。

・自分の考えや発想を
もとに創意工夫して、
それをどのように表現
するかを考えさせる。
・基礎基本となるデッ
サン学習をする機会を
数多く与えていく。

美術作品などのよさや
美しさを感じ取り、味わ
う活動を通して、鑑賞
に関する指導をしてい
く。

・自分の考えや発想を
大事にして、生徒の意
欲を高める。
・意欲的な制作活動の
雰囲気を大切にして、
集中して取り組ませ
る。
・生徒の作品を発表す
ることで、周囲の生徒
らにより意識・関心を
持たせる。

・制作活動の中で、意
欲的な取り組みにする
ための発想や構想に
ついて、助言をし、ス
ムーズに展開できるよ
うに指導していく。
・生徒の作品を発表さ
せることで、様々な考
えや方法を理解させ
る。

・計画的に制作活動を
行うために、材料や用
具の生かし方などを考
えさせ、工夫した表現
ができるように指導す
る。

日本や西洋の美術作
品などを鑑賞し、その
よさや美しさを感じ取
り、美術文化に対する
関心を高められるよう
に指導していく。

本日の授業について
の振り返りや助言など
を伝え、次の授業への
意欲を持たせていく。

・発想や構想を形に表
せるように個別指導を
通して、その内容に
あった指導をしていく。

制作の順序などを考え
ながら、見通しを持っ
て表現できるように指
導していく。

造形的なよさや美し
さ、作者の心情や表現
の工夫など対象の見
方や感じ方を広げられ
るように指導していく。



導入

展開

まとめ

　　　杉並区立和泉中学校　　　教科名：保健体育　　

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）

指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

【授業規律】
チャイムが鳴る前に着替えを完了し、準備運動が始められるように指導し
ていく。
【個別指導】
見学者は授業内容を記録させ今後に生かせるようにする。またできる部
分の参加、課題を与えるなど指導する。
【動機付け】
・実際に見本を見せるなど本時の課題へ対する意欲を持たせる。

【指導技術】
・どんな種目にも意欲的に参加できるように、場の工夫やスモールステッ
プでの課題克服に努め、常に動き運動量を確保できるようにする。
【個別指導】
・補助を工夫したり、ペア学習、グループ学習の形態をとり、仲間との関わ
り合いを多く持たせる。

【発問】
・今日の振り返りと、課題を明確にさせる発問をこころがけ学習カードにま
とめさせる。

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

思考・判断の能力を向
上させるための手だて

実技の能力を向上させ
るための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

・学習カードにできるだ
けコメントを書き、次回
の授業の課題を把握し
意欲を高める。

・学習カードに思考判
断の項目をつくり、記
入させる。

・けががないか確認
し、整理体操、クール
ダウンを行う。

・授業を振り返りまとめ
の話をする。

・毎回行う体力づくりの
運動などのメニューを
変えながら、楽しんで
体力づくりができるよう
にしていく。
・体育実技の本を利用
し視覚にうったえ興味・
関心を高める。

・練習方法を提示し、
自分達に合う方法で、
選択し考えていけるよ
うにする。

・学習カードを利用し、
運動のポイントとなる
部分の把握に努めさ
せ、理解を深める。

・毎回の授業で気がつ
いたこと、競技のルー
ルや知識の話をしてい
く。

・一人ひとりの動きを
見てアドバイスし、また
ペアやチームでコミ
ニュケーションをとる時
間を与える。

・その種目の運動の場
面、場面での発問を工
夫し話し合わせ、考え
させる。

・運動量が確保でき、
満足のいく練習ができ
るように、工夫した場
所づくり、用具の確保
を行う。

・その種目の専門用語
など、話をしてやり、体
育実技の本等で確認さ
せる。



導入

展開

まとめ

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）

　　　杉並区立和泉中学校　　　教科名：技術分野　　　　

指導技術

【授業規律】チャイム着席、チャイム授業を心がける。授業道具の点検を
行い忘れた生徒に注意をし代わりの物を用意させる。PCや工具の準備を
しっかりさせ、不要なものは端に寄せるなど常に演習しやすい環境をつく
る。
【発問】前回までにやった注意事項などは繰り返し確認する。
【板書】本時の課題がはっきりわかるよう新出の注意事項や手順につい
て説明し、正しくプリントやノートへの記入ができるようにする。

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

創意工夫の能力を向
上させるための手だて

技能を向上させるため
の手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

・視覚的な教材を提示
し関心を高めるように
する。
・注意事項の確認は必
ず行う。

・ＰＣ使用時には校内Ｌ
ＡＮを使用したメールに
返信することで、コミュ
ニケーションを円滑に
行えるように考えさせ
る。

・ＰＣ使用時には校内Ｌ
ＡＮを使用したメールに
より本時の学習内容を
しっかり確認させる。

・プリントやノートの記
入をさせながら机間指
導を行い、生徒を励ま
すようにする。

・パソコンを操作する時
間、工具を使用する時
間を多く取り入れ、体
験する時間を多くす
る。

・机間指導をしながら
よりよくなるヒントをアド
バイスしていく。

・製作では工具の練習
の時間を取り入れ自信
を持って製作に取り組
めるようにする。
・プロジェクタ、スクリー
ンを使ったプレゼン
テーションを行い、お互
いの発表を評価する。

・机間指導を行いなが
ら、プリントやノートの
内容を点検し、助言を
する。

・今日の授業を振り返
ることから、「出来るよ
うになったこと、出来な
かったこと」を実感さ
せ、片付けをしっかり
することにより次時の
授業への意欲を持た
せる。

・よりよくなるヒントを確
認してから片付けに入
るようにしていく。

・机間指導をしながら
工具の正しいしまい方
や材料の保管などを徹
底していく。
・メールによる課題提
出を行い、メールを打
つことによって本時の
内容の確認を行う。

・今日の授業を振り返
り、ノートやプリントの
記入をしっかりさせる。

【授業規律】パソコンを使用するときは正しい姿勢で、工具を使うときは常
に緊張感を持って作業するようにする。
【ノート指導】ノートには、実習の手順や工具の正しい使い方、注意事項を
しっかり書かせ、特に危険の伴う工具についてはプリントを貼らせてしっ
かりまとめる。
【教材提示】パソコン室ではプロジェクタ及びスクリーンを使った視覚的な
教材の提示を工夫する。工具の使い方に関しては実際に作業するところ
を実演をして、イメージをしっかりつくらせる。

【授業規律】片付けの時間をしっかり確保し、材料や工具数の確認や整理
整頓を徹底させる。
【授業構成】本時の課題を確認し、次時に向けての心構えを指示する。



導入

展開

まとめ

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）

観点別の授業改善の視点

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

表現の能力を向上させ
るための手だて

理解の能力を向上させ
るための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

指導技術

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

杉並区立和泉中学校　　　教科名：　家庭分野　　　

・どのような自分の生
活、体験と重なるか
を、他人の意見を参考
に、思考させる。
・毎時の目標を達成し
た出来上がりの状態を
イメージ出来るように、
見本を見せ説明する。
（実習）

自分や家の人の生活
活動と関連付けるよう
にする。

一時間ごとにテーマを
区切ることで、授業時
間内の知識として覚え
るべき内容を把握しや
すいようにする。

生徒の生活との接点
の尐ない内容の場合、
具体例を例示後に意
見を出し合い、クラス
の中で自分達のものと
してを関心を深め合う

いくつかの表現方法を
例示し、実習の作品に
適する物を選べるよう
工夫の余地を与え、自
分らしさを表現できる
ようにする。（実習）

実習の説明後、書面で
配布している作り方を
見て、自ら理解し作業
に取り組むよう、質問
には最低限の受け答
えをし、やり遂げるよう
促す。（実習）

学習プリントやワーク
に記入することで、学
習の要点や付帯事項
の定着を図る。

【授業規律】チャイム着席　、チャイム授業を心がける。
授業道具の点検を行い、忘れた生徒にはこの時間どうすべきか、次回忘
れぬようどうすべきか確認する。
【動機付け】本時の授業内容、特に生徒の生活の場面が答えとなるような
発問で、関心を持たせる。
【動機付け　実習の場合】工程全体を把握させ、現在の進度、今日の課題
を明示し、時間内に目標をやり遂げるよう動機付ける。

【発問】生徒の実生活から発言の出やすい内容を発問とし、授業に関連
付けていく。失敗談もその改善方法等、常に前向きに生活する態度を皆
で考える。
【実習　技術の指導】教師も同じ作品をその場で提示して、作り方の説明
を行う。説明後、書面で配布している作り方を見て、自ら理解し作業に取
り組むよう、質問に対応しながら促す。
作業には危険を伴うことが多いので、注意して作業にあたるよう指示す
る。

各自家庭で振り返りが
出来るように、まとめ
る。
課題には、身近な（家
庭内）題材で自分の発
見、発想を取り入れら
れる物とし、関心を持
たせる。

課題（作品）に関するレ
ポートを作成し、発表
することで、表現を工
夫させる。

学習プリントやワーク
に記入することで、学
習の要点や付帯事項
の定着を図る。
学習プリントやワーク
の記入状況を点検す
ることで、理解状況を
把握し、次の授業での
役立てる。

授業内容を振り返り、次回の準備等はっきり伝える。
授業時間内に片付けに取りかかるよう５分前には促し、整理整頓を心が
けるよう指導する。
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観点別の授業改善の視点指導技術

平成23年度　授業改善推進プラン（一単位時間の配慮点）

杉並区立和泉中学校　　　教科名：　　英　語　　

関心・意欲・態度を向
上させるための手だて

表現の能力を向上させ
るための手だて

理解の能力を向上させ
るための手だて

知識・理解を向上させ
るための手だて

・身近な内容を選び、
生徒の関心を引くよう
な教材を提示し、コミュ
ニケーションへの関心
を高めるようにする。
・英語でどのような内
容を言っているのか、
教師の説明や発問を
聞き、興味・関心を持
たせる。

・発問を工夫し、自分
自身のことを英語でど
のように表現するかを
考えさせる。

・身近な内容の英語の
発問や表現を集中して
聞き取らせる。
・リスニング練習を週１
回取り入れる。

・既習の単語、表現、
文法を使って、どう答
えるかを考えさせる。
・小テストや単語テスト
を実施し、単語や文法
の理解・定着を図る。

教師の指導
（授業規律・指導技術・発問・板書・個別指導・ノート指導等）

【授業規律】チャイム着席、チャイム授業を心がける。授業道具の点検を
行い忘れた生徒に注意をし代わりの物を用意させる。英語による挨拶と
簡単な英語の会話を行い雰囲気作りを行う。
【動機付け】身近な話題から新しい表現・文法に関心を持たせ、本時の授
業につなげていく。
【教材提示】写真・ピクチャーカード・パワーポイントなど、視覚的な教材の
提示を工夫する。
【板書】本時の課題がはっきりわかるよう黒板の隅にメニューを書く。

・基本構文を使い、会
話やゲームなどを通し
てコミュニケーションを
図る。
・生徒の意欲を評価
し、間違えても恥ずか
しくない雰囲気を作る。
・何を学習しているの
かを常に明確にし、活
動に取り組ませる。
・ALTとの授業を通し、
積極的に英語で話そう
とする態度を育てる。

・基本構文を用いた会
話やゲームなどを通し
て表現を学ばせ、繰り
返し練習することで基本
表現を定着させる。
・何度も教科書本文を
読み、暗唱させる。習っ
た表現を使って英作文
を書かせる。
・身近なことについて自
己表現し、それを発表し
たり、お互いに評価した
りする。

・すぐに日本語で説明
するのではなく、教材
を提示しながら英語で
説明し、理解を深める
ようにする。
・ALTとの授業を通し
て、分からない英語で
も類推する力を育て
る。

・机間指導を行いなが
ら、ワークシートやノー
トの内容を点検し、助
言をする。

・今日の授業を振り返
ることから、「こういう内
容が表現できるように
なった」と言うことを実
感させ、次時の授業へ
の意欲を持たせる。

・単語や熟語、基本文
型を定着させるため
に、絶えず反復練習を
行う。

・基本文型を意味を考
えながら、声を出して
発音するよう指導す
る。
・教科書本文の意味を
自分で考えさせ、ノート
に書いてくることを宿
題とする。毎時ノート点
検を行い、生徒の理解
度を確認する。

・小テストや単語テスト
に向けて，家庭で学習
することを具体的に指
示する。

【授業規律】全体での練習では、何度も大きな声で繰り返し練習させる。
必ず１時間内に全員が発言できるように指名したり挙手を促したりする。
間違えることを恐れずに発表するように促す。
【教材提示】DVD・写真・ピクチャーカード・パワーポイントなど、視覚的な
教材の提示を工夫する。

【ノート指導】ノートは１パートごとに見開きで使用させる。新出単語のプリ
ントは左上、板書は左下、教科書本文と訳を右ページに、使用したワーク
シートやプリントを同じページに必ず貼らせ、家庭学習の際に基本構文と
口頭練習した文が結びつくようにする。
【授業構成】本時の課題を確認し、次時に向けての家庭学習を指示する。


